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みのしま 有田市立箕島小学校

心温まる登校時の風景
私は、学校の北門に立って挨拶運動をかねて毎朝子ど
もの登校を見守っています。その中で、本校の子どもた
ちの姿に感心させられる光景を時々見かけます。
その光景とは、子どもたちが横断歩道を横断した後な

どに、子どもたちの横断を待っていてくれた車、停まっ
てくれた車の方に向いてごく自然に一礼する姿です。
この行為は特に普段から学校で指導しているわけでは

ありませんから、きっと家庭か地域でのしつけや指導が
子どもの心の中に根付いたものだと思われます。
私も、以前朝の通勤時に、一旦停止し横断歩道を渡ろ

うとしている高校生に道を譲ったところ、同じように一礼された経験があります。
我が国の法律では、道路は歩行者優先なので、車の方が一旦停止することは当たり前と

言えば当たり前なのですが、やはり一礼されると車を運転している者として大変すがすが
しい良い気分になれるものです。
このような良い習慣ができるかぎり広まり、交通安全が促進され、歩行者と車が共生で

きる安全・安心な社会が実現することを願ってやみません。

ファイト～白藤！！！
去る８月２４日～２５日にかけて奈良県で行われた 第７４回（第
７５回冬季）国民体育大会近畿ブロック大会ハンドボール競技（成
年男子の部）において、本校の白藤喜彦教諭が選手として所属す
る和歌山県チームが見事優勝しました。
本大会は本年度の国民体育大会（いきいき茨城ゆめ国体・茨城

国体）の予選を兼ねていて、和歌山県成年男子チームは１０月の
茨城国体への出場が決まりました。
１０月の国体でも活躍して、優勝旗を和歌山県に持ち帰ってく

れることを期待しています。

日本の伝統芸能、糸あやつり人形（人形劇）の公演決定
１２月９日（月）午後、本校体育館でで文化庁主催の「文化芸術による子供育成総合事

業（巡回公演事業）」として、糸あやつり人形による人形劇の公演が決定しました。
糸あやつり人形は、江戸時代から続く日

本の伝統芸能です。
当日は東京より糸あやつり人形劇団・一

糸座の皆さんが来てくれます。演目は「東
海道中膝栗毛」などです。
せっかくの機会ですので、保護者の皆様、
地域の皆様にも鑑賞いただければと思いま
す。
公演時間等詳細につきましては、具体的

なことが決まり次第案内させていただきま
すので、当日は本校体育館までご来場くだ
さい。よろしくお願いいたします。


